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1月5日 大島町成人式（開発総合センター）（関連記事１９P）
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
平
成
19
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
の

す
べ
て
の
所
得
を
総
合
的
に
計
算
し
て
申

告
納
税
す
る
手
続
き
で
す
。

○
営
業
・
農
業
・
漁
業
な
ど
、
事
業
所
得

　
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方
（
給
与
・

　
年
金
な
ど
雑
所
得
な
ど
が
あ
る
場
合
に

　
は
あ
わ
せ
て
申
告
し
て
下
さ
い
）

○
給
与
所
得
が
あ
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か

　
に
該
当
す
る
場
合

①
給
与
の
年
収
が
２，
０
０
０
万
円
を
超

　
え
る
方

②
給
与
を
２
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

　
方

③
給
与
所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

　
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

④
給
与
、
資
金
、
報
酬
な
ど
の
収
入
が
あ

　
り
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
な

　
い
方

⑤
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、

　
そ
の
同
族
会
社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
、

　
貸
付
金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど
の

　
賃
貸
料
、
機
械
・
器
具
の
使
用
料
な
ど

　
の
支
払
い
を
受
け
た
方

○
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
方

　
２
ヵ
所
以
上
か
ら
公
的
年
金
の
支
給
を

受
け
て
い
る
方
や
所
得
が
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
の
み
の
方
で
、
こ
の
所
得
の

金
額
か
ら
基
礎
控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除

を
差
し
引
い
て
残
額
の
あ
る
方
は
申
告
が

必
要
で
す
。

　
な
お
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
に
申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
所
得
が
あ

る
方
は
同
時
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○
土
地
や
建
物
を
売
却
さ
れ
た
方

　
譲
渡
所
得
に
は
、
特
別
控
除
や
買
換
・

交
換
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
特
例
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
特
例
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
に
そ
の
適
用
を
受
け
る
旨
を
記

載
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
例
に
必
要
な

一
定
の
書
類
を
添
付
し
た
場
合
に
だ
け
適

用
さ
れ
る
も
の
で
す
の
で
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
通
常
の
売
買
に
お
い
て

も
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
譲
渡
申
告

に
つ
い
て
は
、
必
ず
税
務
署
に
よ
る
相
談
・

受
付
日
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方
な
ど

　
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税

　
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い

　
る
方
は
、
申
告
に
よ
っ
て
所
得
税
の
還

　
付
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

　
こ
の
還
付
申
告
は
既
に
受
付
中
で
す
の

　
で
、
混
雑
す
る
ま
え
に
早
め
の
申
告
を

　
お
す
す
め
し
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
住
宅

　
借
入
金
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
る
方

②
所
得
が
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

　
み
の
方
で
、
医
療
費
控
除
や
社
会
保
険

　
料
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
方

③
平
成
19
年
の
中
途
で
退
職
し
た
後
就
職

　
し
な
か
っ
た
方
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て

　
い
る
が
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
方

　
平
成
19
年
中
に
、
親
族
や
兄
弟
な
ど
個

人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超
え
る
財
産

を
も
ら
っ
た
時
に
は
、
贈
与
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

○
土
地
・
家
屋
・
株
式
の
名
義
を
変
え
た

　
時

○
親
子
や
夫
婦
で
資
金
を
出
し
合
い
共
同

　
で
土
地
や
家
屋
を
買
っ
た
名
義
を
、
そ

　
の
負
担
割
合
に
し
な
か
っ
た
時
な
ど
も
、

　
贈
与
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
る
価
格
は
、
相
続

税
の
評
価
基
準
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
大
島
町
の
場
合
、
土
地
は
平
成
19
年
度

固
定
資
産
税
の
評
価
額
に
倍
率
を
乗
じ
た

額
、
家
屋
は
平
成
19
年
度
固
定
資
産
税
の

評
価
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
所
得
税
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
方
…
】

【
申
告
で
税
金
が
戻
る
と
思
わ
れ
る
方
…
】

所
　
得
　
税

贈
　
与
　
税

芝税務署による出張受付は2月13日（水）～15日（金）予約制となりますので、事前に予約の上、時間
の5分前までにおこし下さい。ただし、提出のみ及び譲渡等資産税関係は予約の必要はございません。

予約電話番号：2－1465（大島町税務課）　2月4日（月）から役場開庁時に常時受付！

申告期間は 2月13日（水）～3月17日（月）



受付日時 会　場

午
前
9
時
〜
正
午
ま
で
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※なお、クダッチ老人福祉館及び間伏・込内文化会館
　での申告受付は行いませんのでご注意下さい。

芝税務署による確定申告受付日程（予約制）

住民税申告受付

2月13日（水）

2月14日（木）

2月15日（金）

3月 3 日（月）

3月 4 日（火）

3月 5 日（水）

3月 6 日（木）

3月 7 日（金）

3月10日（月）

3月11日（火）

開発総合センター

波浮港老人福祉館

差木地公民館

野増出張所

北の山公民館

岡田コミュニティーセンター

泉津公民館

受付日時 申告種別 会場予約定員
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30

23
22
17
16
23
22
17
16
23
22
17
16
23
22
17
16
23
22
17
16
23
22
17
16
23
22
17
16
23
12

A申告

B申告

A申告

B申告

A申告

B申告

A申告

B申告

A申告

B申告

A申告

B申告

A申告

B申告

A申告

差
木
地
公
民
館

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

◆医療費控除による還付申告は、明細にまとめておきましょう。
◆初めての住宅借入金等特別控除は添付書類がありますので、お問い合わせください。
◆国民年金保険料等(国民年金保険料及び国民年金基金掛金)の社会保険料控除を受ける場合に
　ついては、その保険料等の支払いをした旨を証する書類の添付が必要です。

○
基
準
期
間
（
前
々
年
分
）
の
課
税
売
上

　
高
が
１，
０
０
０
万
を
超
え
る
事
業
者

○
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

　
を
提
出
し
た
事
業
者

　
消
費
税
確
定
申
告
の
受
付
と
申
告
の
相

談
は
、
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
と
同
時

に
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
、
大
島
町
に

住
ん
で
い
る
方
で
、

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

○
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
一
事
業
所
で

　
本
年
中
す
べ
て
の
給
与
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

　
パ
ー
ト
支
払
い
に
対
す
る
年
末
調
整
が

　
済
ん
で
い
る
方

○
過
去
一
年
以
上
に
わ
た
り
、
国
民
年
金
・

　
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
み
の
受
給
者

　
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
者

　
以
外
の
方
は
住
民
税
申
告
を
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
の
町
・
都
民
税

や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
・
福
祉
年
金

な
ど
の
支
給
に
あ
た
っ
て
、
大
切
な
基
礎

資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
申
告
が

な
い
場
合
所
得
に
つ
い
て
の
証
明
書
の
発

行
や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
な
ど

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
の
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に

は
2
月
初
旬
に
申
告
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
が
、
申
告
書
が
届
か
な
か
っ
た
方
で
も

該
当
す
る
方
は
、
必
ず
申
告
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
会
場
お
よ
び
役

場
税
務
課
で
必
要
書
類
・
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

今
回
よ
り
住
民
税
の
申
告
受
付
に
つ
い
て

は
、
各
出
張
所
で
も
常
時
受
付
い
た
し
ま

す
。

【
消
費
税
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る
方
…
】

住
民
税
申
告

個
人
事
業
者
の
消
費
税

　
〜
申
告
と
納
税
は

　
　
　
3
月
31
日
ま
で
に
〜



依存財源  
4,623,661（73.8％）

自主財源  
1,642,357（26.2％）

歳入総額　62億6千601万8千円
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国民健康保険事業勘定

介護保険事業勘定

と 畜 場 事 業

老 人 保 健 医 療

泉 津 財 産 区

野 増 財 産 区

差 木 地 財 産 区

砂 利 採 取 事 業

水 　 道 　 事 　 業

6,471,164

3,268,303

1,045,680

648,808

1,188

915,888

16,908

21,926

18,943

2,761

596,201

9,739,467

6,432,306

3,485,188

1,278,880

635,515

1,188

915,888

15,614

21,098

18,043

2,761

596,201

9,917,494

会　計　別　決　算　額 （単位：千円）

※国民健康保険事業勘定の赤字額については、翌年度の歳入を繰り上げて補填。

会　　計　　別

合　　　　　計

歳 　 入

平成17年度

歳　　出

6,266,018

3,246,919

1,107,004

684,185

廃止

890,857

21,832

31,441

23,291

廃止

488,309

9,512,937

6,160,899

3,528,472

1,399,563

677,754

廃止

890,857

20,526

30,442

21,021

廃止

488,309

9,689,371

歳 　 入

平成18年度

歳　　出

△205,146

△21,384

61,324

35,377

皆減

△25,031

4,924

9,515

4,348

皆減

△107,892

△226,530

△271,407

43,284

120,683

42,239

皆減

△25,031

4,912

9,344

2,978

皆減

△107,892

△228,123

歳 　 入

比　　　較

歳　　出

一　般　会　計

特　別　会　計

特
　
別
　
会
　
計

大
島
町
の
家
計
簿
で
す

平成１８年度決算報告
決算報告

財産収入　　　　16,017（0.3％）
分担金・負担金　59,684（1.0％）
繰越金　　　　   38,858（0.6％）
繰入金　　　　   56,017（0.9％）

地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方譲与税
地方特例交付税
利子割交付税
交通安全対策特別交付金
ゴルフ場利用税交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金

108,435（1.7％）
 90,693（1.4％）
145,251（2.3％）
19,522（0.3％）
7,666（0.1％）
4,809（0.1％）
1,306（ － ％）
4,540（0.1％）
4,040（0.1％）

その他　386,262（6.1％）

町税
901,654（14.3％）

その他
170,576
（2.8％）

諸収入　376,237（6.0％）

使用料・手数料　193,890（3.1％）

地方交付税
1,678,402
（26.8％）

町債
380,900
（6.1％）

国庫支出金
300,013
（4.8％）

都支出金
1,878,084
（30.0％）

総　額
6,266,018
（100.0％）

　平成１８年度の大島町における各会計決算は、「会計別決算額」にあるように
一般会計は歳入総額６２億６千６０１万８千円、歳出総額６１億６千０８９万９
千円となり、単年度収支では、１億５１１万９千円の黒字となりました。特別会
計では歳入総額３２億４千６９１万９千円、歳出総額３５億２千８４７万２千円
で２億８千１５５万３千円の赤字となっています。これは、国民健康保険事業が
影響したものです。一般会計と特別会計を合わせて、１億７千６４３万４千円の
赤字となりました。このような財政状況を踏まえて、町では今後の財政運営の健
全化を目指した「財政健全化５カ年戦略プラン」を策定しましたので、詳細につ
いては、町長室までお問い合わせ下さい。



総　額
6,160,899千円
（100.0％）
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人件費
1,385,866
（22.5％）

任意的経費  
3,658,413（59.4％）

義務的経費  
2,502,486（40.6％）

扶助費
301,960
（4.9％）

公債費
814,660
（13.2％）

普通建設事業費
1,244,401
（20.2％）

物件費
1,534,295
（24.9％）

●町民1人当たりの負担額●

（島外者から納められた税金も含めた町税収
 入額を町民1人当たりで計算しています。）

総額　101,997円　（単位＝円）

歳出総額　61億6千089万9千円

●町民1人当たりに使われた額●

【　　　　　　　　　】

歳出総額　 61億6千089万9千円
町民1人当たり　　　696,934円

数値は、平成19年3月末日現在の
人口に基づき算出したものです。

民生費

町民1人当たり134,037円

衛生費

町民1人当たり 99,107円

農林水産
業費

町民1人当たり 37,107円

商工費

町民1人当たり 50,102円

土木費

町民1人当たり 94,562円

消防費

町民1人当たり 28,566円

教育費

町民1人当たり 65,008円

議会費

町民1人当たり 8,471円

公債費

町民1人当たり 92,156円

総務費

町民1人当たり 87,818円

一般会計の主な使いみち
（単位＝千円）

総務費
………776,314
民生費
……1,184,882
衛生費
………876,108
農林水産業費
………328,025
商工費
………442,901
土木費
………835,931
消防費
………252,526
教育費
………574,667
議会費
………  74,883

町税の収入状況 （単位＝千円）

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

特別土地保有税

入湯税

　18年度合計

収入済額

374,342

422,261

26,982

73,687

30

4,352

901,654

徴収率（％）

95.1　

82.3　

93.2　

100.0　

12.8　

100.0　

88.9　

積立金
維持補修費
出資金・貸付金

1,599
79,870
23,186

（－）
（1.3％）
（0.4％）

繰出金
306,475
（5.0％）

補助費等
468,587
（7.6％）

その他　104,655（1.7％）

（平成19年3月末人口　8,840人）

・町民税
・固定資産税
・軽自動車税
・町たばこ税
・特別土地保有税
・入湯税

42,347
47,767
3,052
8,336

3
492

12.6％19.3％

14.2％

5.3％

7.2％

13.6％

4.1％ 9.3％ 1.2％ 13.2％
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　大島町職員の給与は、町議
会の議決を経て定められた給
与条例とこれに基づく規則な
どによって額や支給方法を決
めています。みなさまにご理
解いただくために、その内容
について、次のとおり
お知らせします。

歳出額 人件費人　口

特別職等の給与と報酬及び期末手当の状況（平成１９年４月１日）
区　分 月　額 期　末　手　当

A
６,１２０,５９７千円

B
１,３１５,３９６千円

人件費比率
B／A
２１.５%

平成１９年３月３１日
８,８４０人

町　長
助　役
収入役
教育長
議　長
副議長
議　員

６月期　１.４０月分
１２月期　１.６０月分

計　３.００月分

６月期　１.４０月分
１２月期　１.６０月分

計　３.００月分

役職加算　１５％

役職加算　１５％

７７５,０００円
６６９,０００円
６２０,０００円
６２０,０００円
３００,０００円
２２０,０００円
２００,０００円

給　　与

報　　酬

退職手当の状況

人件費の状況（平成１８年度普通会計決算）

給　与　費職員数
給与

６４５,７７０千円
職員手当

１２２,４９５千円
期末勤勉手当
２６１,７２５千円

計B
１,０２９,９９０千円

A
１８４人

職員給与の状況（平成１８年度普通会計決算）

大　島　町 国区　分
初任給

１７２,２００円
１４０,１００円

採用後2年
１８５,８００円
１４９,８００円

初任給
１７２,２００円
１４０,１００円

採用後2年
１８５,８００円
１４９,８００円

一般行政職 大学卒
高校卒

職員の初任給の状況（平成１９年４月１日）

1人当たり給与比率B／A　５,５９７,７７１円

大　島　町 東　京　都職　　種
８８.５ １０４.４一般行政職

ラスパイレス指数の状況（平成１９年４月１日）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

区　分 ５級
課長
１２人
１１.４％

４級
統括係長
１８人
１７.１％

３級
係長
２６人
２４.８％

２級
主任
２４人
２２.９％

１級
主事
２５人
２３.８％

標準的な内容
職　員　数
構　成　比

一般行政職の級別職員数の状況（平成１９年４月１日）

区　分
普通退職 定年退職

定年前早期退職特例措置・消防職員加算

大　島　町

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高 限度
加算 措置

２４.２５月分
３２.５０月分
４９.７５月分
５９.２０月分

普通退職 定年退職

定年前早期退職特例措置

国

２３.５０月分
３３.５０月分
４７.５０月分
５９.２８月分

３３.５０月分
４３.５０月分
５９.２０月分
５９.２０月分

３０.５５月分
４１.３４月分
５９.２８月分
５９.２８月分

職員の平均給料月額と平均給与月額及び平均年齢（平成１９年４月１日）

区　分
一般行政職 技能労務職

大　島　町

平均給料月額
平均給与月額
平 均 年 齢

２９８,７１０円
３４３,２５９円

４２.２歳

一般行政職 技能労務職
東　京　都

３５７,４１４円
４７３,４２７円

４３.７歳

２３８,８１０円
２７２,６２７円

４５.８歳

３３０,７３２円
４２９,０６５円

４７.０歳
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国大　島　町区　　分

国大　島　町

有有

区　　分

総　合　計

差引
増　減　理　由

平成１９年

定員の状況　　部門別職員数の状況（各年４月１日）

職員手当の状況（平成１９年４月）

職　員　数区　分
平成１８年

各１３,０００円
各　６,５００円
各　５,０００円
２,５００円

勤　勉
０.７２５月
０.７７５月
　１.５０月

期　末
１.４月
１.６月
３.０月

勤　勉
０.７２５月
０.７７５月
　１.５０月

期　末
１.４月
１.６月
３.０月

支　給　月
　６月期
１２月期
　計

役職段階別加算

支給限度額２７,０００円

４,２００円
8～25％（特別調整額）

各１３,０００円
各　６,５００円
各　５,０００円
２,５００円

配偶者
その他の扶養親族
16～22歳までの子がいる場合の加算
自己所有住宅（新築購入から5年）
賃貸住宅
交通機関利用者（バス等）
交通用具利用者（自動車等）

手当の種類
全職員１人あたりの平均支給割合
受給職員１人あたりの平均支給月額

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　水
商　工
土　木
小　計
教　育
消　防
小　計
水　道
その他
小　計

人事異動による増
人事異動による減
人事異動による減
人事異動による減
人事異動による減
人事異動による増
人事異動による減

人事異動による減
退職による減

人事異動による増
人事異動による増

２
４８
１０
４２
１６
７
１０
９

１４４
２１
２６
４７
８
７
１５

２０６

２
５０
８
４０
１５
６
１１
８

１４０
１９
２４
４３
８
８
１６

１９９

０
２

△２
△２
△１
△１
１

△１
△４
△２
△２
△４
０
１
１

△７

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等

日直勤務をした時に支給
管理又は監督の地位にある職員に支給

夜勤勤務をした時に支給

代表的な手当の名称

正規の勤務手当時間を越えて
勤務した時に支給

扶 養 手 当　
支
給
さ
れ
る
も
の

毎
月
決
ま
っ
て

　
　
　
　
支
給
さ
れ
る
も
の

毎
月
勤
務
実
績
に
応
じ
て

　
さ
れ
て
い
る
も
の

例
年
支
給

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

超過勤務手当

特殊勤務手当

期末・勤勉
手　　　当

日 直 手 当
消防本部夜勤手当

支給限度額２７,０００円

支給限度額４５,０００円
通勤距離に応じて支給

支給限度額４５,０００円
通勤距離に応じて支給

未発表　　　
職員1人あたり平均　
支給年額296,201円

税務職員特別手当
救急救命士特別手当

犬、猫等死体処理作業
従事職員特別手当

８種類
１０.３％

６,０００円

割合10.15％（主幹、課長等）

５,５００円
４,２００円

（著しく危険、不
快、不健康、困
難な勤務、その
他著しく特殊な
勤務に従事した
ときに支給され
る手当）
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観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
田
　
　
豪

　
今
回
は
大
島
な
ら
で
は
の
、
美
し
い
風
景

づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。
大
島
観
光
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
事
業
の
究
極
的
な
目
的
は
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
な
る
人
（
市
場
）
か
ら
羨
ま
し
が
ら

れ
る
よ
う
な
大
島
を
創
り
、
多
く
の
来
島
者

を
誘
客
し
て
島
の
生
活
を
元
気
に
、
持
続
さ

せ
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
東
京
を
中
心
と
し
た
首
都
圏
で
、
そ
れ
に

は
東
京
に
住
む
外
国
人
、
旅
行
に
来
た
外
国

人
観
光
客
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
を
し

て
大
島
を
羨
ま
し
が
ら
せ
る
要
因
は
多
々
あ

り
ま
す
が
、
も
ろ
も
ろ
の
集
大
成
で
あ
る
、

大
島
な
ら
で
は
の
風
景
こ
そ
最
大
の
要
因
で

あ
り
、
大
島
観
光
の
再
興
は
そ
れ
を
も
っ
と

も
っ
と
美
し
く
磨
い
て
い
く
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
島
に
は
そ
れ
だ
け

の
魅
力
的
な
資
質
が
あ
り
、
日
本
に
は
そ
れ

だ
け
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
幕
末
の
英
国
初
代
公
使
オ
ー
ル

コ
ッ
ト
は
、
『
大
君
の
国
』
で
日
本
の
手
入

れ
の
行
き
届
い
た
農
村
の
風
景
を
賛
嘆
し
、

英
国
自
慢
の
庭
づ
く
り
と
引
き
比
べ
激
賞
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）

に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
で
、
近
代
観
光
業

（
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
旅
行
代
理
店
）
の
創

始
者
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
は
、
「
日
本
の
豊
か

な
自
然
の
恵
み
、
次
々
に
移
り
変
わ
っ
て
終

わ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
景
色
の
美
し
さ
に
呆

然
と
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
多

く
の
来
日
外
国
人
が
日
本
の
美
し
さ
を
喧
伝

し
て
く
れ
て
お
り
、
日
本
の
美
し
さ
は
世
界

に
鳴
り
轟
い
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
受
賞
の
文
学
者
パ
ー
ル
バ
ッ
ク
女
史
が
日

本
に
最
初
に
来
た
時
、
真
っ
先
に
大
島
に
来

た
の
も
、
〝
椿
の
島
大
島
〞
が
知
れ
渡
っ
て

い
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
明
治
維
新
後
は
脱

亜
入
欧
で
、
文
明
だ
け
で
な
く
文
化
も
欧
米

を
追
い
求
め
、
第
二
次
大
戦
で
は
多
く
の
都

市
の
、
残
さ
れ
た
古
い
佇
ま
い
が
爆
撃
で
灰

燼
に
帰
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
廃
墟
の
中
か
ら
立
ち
上
が
り
、
主
と
し

て
ア
メ
リ
カ
を
モ
デ
ル
に
必
死
に
働
き
、
経

済
的
・
文
明
的
に
は
か
な
り
豊
か
に
な
り
、

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
我
が
国
固

有
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
含
め
、
景
色
の

大
事
さ
に
ま
で
は
思
い
至
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ

人
東
洋
文
化
学
者
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
に

「
数
々
の
文
化
遺
産
、
美
し
い
国
土
、
す
ぐ

れ
た
教
育
制
度
、
世
界
一
の
個
人
貯
蓄
。
そ

れ
ら
が
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
日
本
は
道
を
踏

み
外
す
の
か
？
（
『
犬
と
鬼
』
講
談
社
）
」

と
厳
し
く
喝
を
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
本
は
激
辛
で
す
が
、
是
非
一
読
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
改
め
る
に
遅
き
は
な
し
、
で
す
。

国
民
も
景
色
の
持
つ
重
要
性
に
目
覚
め
て
き

ま
し
た
。
と
り
わ
け
海
外
旅
行
の
経
験
を
積

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
、
我
が
ふ
る

さ
と
の
街
並
み
や
集
落
の
美
し
さ
の
重
要
性

に
目
覚
め
ま
し
た
。
な
か
で
も
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
街
や
集
落
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
ら
し
さ
を
大
事
に
護
っ
て
き
た

こ
と
に
瞠
目
し
、
我
が
国
・
我
が
ふ
る
さ
と

が
喪
っ
た
も
の
の
大
き
さ
と
そ
れ
を
取
り
戻

す
こ
と
、
ま
だ
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
魅

力
を
護
る
こ
と
の
大
切
さ
を
自
覚
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
各
地
で
景
観
条
例

が
制
定
さ
れ
、
国
も
２
０
０
４
年
に
「
景
観

基
本
法
」
「
都
市
緑
地
保
全
法
」
の
改
正
、

「
野
外
広
告
物
法
」
の
拡
充
か
ら
な
る
景
観

三
法
を
制
定
し
、
美
し
い
国
土
づ
く
り
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。
大
島
で
も
環
境
を
護
る
「
大

島
町
環
境
保
護
条
例
」
が
平
成
17
年
に
制
定

さ
れ
、
ゴ
ミ
の
除
去
や
不
法
投
棄
の
防
止
、

更
に
は
公
共
工
事
の
際
に
貴
重
な
樹
木
等
を

護
っ
た
り
、
沿
道
に
桜
を
植
え
た
り
、
地
域

の
花
を
咲
か
せ
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
も

始
ま
り
、
じ
ん
わ
り
と
効
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
遡
る
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）

に
は
「
椿
の
木
」
保
護
育
成
と
回
復
に
関
す

る
条
例
が
制
定
さ
れ
（
こ
れ
は
実
に
先
駆
的

で
す
!!
）
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
椿
の
保
存
樹

木
や
保
存
並
木
を
指
定
し
て
お
り
、
大
島
一

週
道
路
拡
幅
の
際
に
問
題
に
な
っ
た
泉
津
地

区
の
椿
ト
ン
ネ
ル
も
、
道
路
の
工
事
を
変
え

美しい椿トンネル。左は昭和30年頃（1955
年頃？）、右は現在。道路は舗装されま
したが、佇まいがまったく変わらないと
ころは、素晴らしい遺産と言えます。

「
僕
の
お
家
も
景
色
の
一
つ
」

13

ど
う
も
く

は
い

じ
ん
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て
そ
の
保
存
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
成
果
で
す
。

　
し
か
し
、
大
島
は
バ
ブ
ル
経
済
の
波
を
被

ら
な
か
っ
た
お
陰
（
!?
）
で
、
風
景
の
基
盤

と
な
る
三
原
山
の
稜
線
や
裏
砂
漠
、
更
に
は

砂
の
浜
等
に
代
表
さ
れ
る
、
首
都
圏
で
は
稀

少
に
な
っ
た
殆
ど
自
然
の
ま
ま
の
砂
の
浜
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
美
し
い
風
景
が
至
る
処
に
残

っ
て
い
ま
す
。
大
島
な
ら
で
は
の
風
景
と
言

え
る
椿
ト
ン
ネ
ル
も
泉
津
（
８
Ｐ
下
段
の
写

真
参
照
）
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
な
ら
ば

垂
涎
の
的
に
な
る
よ
う
な
椿
並
木
が
実
に
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
景
観
資
源

を
島
民
と
協
働
で
、
も
う
一
段
踏
み
込
ん
で

洗
い
出
し
、
そ
れ
を
護
る
こ
と
が
羨
ま
し
が

ら
れ
る
大
島
づ
く
り
の
基
盤
に
な
る
と
い
う

認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ

も
世
界
標
準
の
大
島
づ
く
り
の
基
盤
に
な
る
、

と
い
う
認
識
で
す
。
そ
の
一
つ
の
方
策
が
約

３
０
０
万
本
と
言
わ
れ
る
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」

な
の
で
す
。
ま
た
、
前
掲
の
「
大
島
町
環
境

保
護
条
例
」
は
、
主
と
し
て
行
政
の
役
割
を

規
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
島
民
も

役
割
を
分
担
し
て
、
環
境
を
護
る
だ
け
で
な

く
一
緒
に
な
っ
て
美
し
い
景
色
を
造
り
出
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
、
存
亡
の
危
機
に
も

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
で
は
年
間
約

４
０
０
万
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
分

県
湯
布
院
温
泉
の
、
復
興
の
基
礎
の
一
つ
に

な
っ
た
の
が
、
個
々
の
建
物
の
造
り
方
に
も

ふ
れ
て
い
る
「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・
環
境
デ
ザ

イ
ン
ガ
イ
ド
」
の
制
定
で
す
。
こ
の
デ
ザ
イ

ン
ガ
イ
ド
は
、
一
年
半
ぐ
ら
い
議
論
（
！
）

し
て
確
立
し
た
３
つ
の
「
原
則
」
と
、
そ
の

下
に
３
つ
ず
つ
の
「
心
得
」
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

原
則
１
）
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
た
た
ず
ま
い

　
を
つ
く
る

心
得
１
　
盆
地
の
ス
ケ
ー
ル
を
大
切
に
し
、

　
小
振
り
な
つ
く
り
と
す
る

心
得
２
　
ひ
と
の
尺
度
を
中
心
に
、
細
や
か

　
な
配
慮
に
心
が
け
る

心
得
３
　
周
囲
と
の
調
和
を
大
切
に
し
、
控

　
え
め
に
つ
く
る

原
則
２
）
内
と
外
と
の
関
わ
り
合
い
を
大
切

　
に
し
て
い
く

心
得
４
　
通
り
に
対
し
て
固
く
閉
ざ
さ
な
い

　
つ
く
り
方
と
す
る

心
得
５
　
豊
か
で
多
様
な
自
然
を
、
暮
ら
し

　
の
中
に
取
り
組
む
工
夫
を
す
る

心
得
６
　
ま
ち
ゆ
く
人
を
も
て
な
す
空
間
を
、

　
あ
ち
こ
ち
に
用
意
し
て
お
く

原
則
３
）
自
然
な
風
合
い
を
大
切
に
し
て
い

　
く

心
得
７
　
ゆ
ふ
い
ん
固
有
の
素
材
感
や
風
合

　
い
を
大
切
に
す
る

心
得
８
　
豊
か
な
杜
の
緑
を
引
き
入
れ
、
敷

　
地
の
周
り
を
囲
い
込
む

心
得
９
　
安
全
で
安
心
な
、
か
た
ち
や
素
材

　
を
大
切
に
す
る

　
湯
布
院
は
盆
地
、
大
島
は
島
と
い
う
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
盆
地
を
島
、
由
布
岳
を
三

原
山
、
川
の
流
れ
を
海
の
眺
め
に
置
き
換
え

れ
ば
、
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
そ
う
で

す
。
例
え
ば
、
心
得
６
に
は
、
「
暮
ら
し
ぶ

り
や
、
住
み
手
の
気
配
り
を
魅
せ
る
」
と
い

う
細
目
が
あ
り
ま
す
が
、
各
家
庭
の
防
風
林

と
し
て
造
ら
れ
て
き
た
椿
並
木
を
護
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
そ
れ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

心
得
９
の
「
ま
ち
ゆ
く
人
が
安
心
し
て
歩
け

る
素
材
の
使
い
方
を
す
る
」
も
同
様
で
す
し
、

「
暮
ら
し
の
営
み
の
中
で
つ
く
り
出
さ
れ
て

き
た
、
風
土
に
な
じ
ん
だ
『
か
た
ち
』
を
大

切
に
す
る
」
は
、
全
て
の
島
民
が
御
神
火
の

山
と
し
て
親
し
ん
で
き
た
、
美
し
い
三
原
山

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
無
傷
の
ま
ま
で
子
孫
に

引
き
継
ぐ
た
め
、
国
立
公
園
の
規
則
を
護
る

だ
け
で
な
く
、
建
物
の
高
さ
を
現
状
以
下
に

す
る
配
慮
を
し
っ
か
り
盛
り
込
め
れ
ば
充
分

で
す
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
や
塀

等
も
自
生
し
て
い
る
マ
ツ
バ
ギ
ク
や
メ
ラ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
で
覆
い
尽
く
す
よ
う
に
す

れ
ば
、
大
分
様
相
が
変
わ
り
、
意
識
も
変
わ

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
詳
し
く
は
、

『
大
島
観
光
産
業
活
性
化
戦
略
』
53
頁
及
び

『
広
報
お
お
し
ま
』
１
月
号
を
参
照
し
て
下

さ
い
）
そ
う
し
た
大
島
の
景
観
構
造
を
護
り

続
け
、
植
物
学
の
泰
斗
牧
野
富
太
郎
氏
が
大

島
を
し
て
、
〝
東
海
の
花
彩
島
〞
と
呼
ん
だ

大
島
を
〝
世
界
の
花
彩
島
〞
と
す
べ
く
、
島

民
の
役
割
に
も
言
及
し
た
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド

を
、
花
数
え
運
動
等
を
続
け
て
い
く
中
で
広

範
な
合
意
を
形
成
し
な
が
ら
作
成
し
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
を
み
ん
な

が
遵
守
し
て
い
け
ば
、
世
界
に
誇
れ
る
佇
ま

い
が
創
ら
れ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
僕
の
お
家
も
景
色
の
一
つ
」
と
い
う
コ

ピ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
23
年
（
１

９
４
８
）
に
、
現
在
の
（
社
）
日
本
観
光
協

会
の
前
身
で
あ
る
全
日
本
観
光
連
盟
が
選
定

し
た
観
光
標
語
の
最
優
秀
作
の
一
つ
で
す
。

こ
の
標
語
通
り
に
家
が
作
ら
れ
、
都
市
が
造

ら
れ
て
い
れ
ば
、
今
頃
は
日
本
全
体
が
世
界

遺
産
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

残
念
な
が
ら
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は
前
述

し
た
と
お
り
で
す
。
そ
の
意
味
で
景
色
は
衣

食
住
が
事
足
り
た
後
に
気
が
つ
く
、
高
度
な

文
化
的
感
性
の
産
物
な
の
で
し
ょ
う
。
幸
い

に
し
て
、
大
島
に
お
い
て
は
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
し
、
「
ツ
バ

キ
花
数
え
」
運
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
島
の
景
色
を
目
一
杯
取
り
込
ん
だ
素
晴
ら

し
い
宿
や
観
光
施
設
も
出
来
て
き
ま
し
た
し
、

身
の
回
り
の
生
花
を
使
っ
た
花
あ
し
ら
い
す

る
宿
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
始
ま

る
泉
津
の
桜
株
ま
つ
り
で
、
地
区
住
民
が
伝

統
的
な
ソ
ー
メ
ン
絞
り
を
被
っ
て
お
も
て
な

し
を
し
よ
う
と
す
る
の
も
素
晴
ら
し
い
心
意

気
で
す
。

　
佇
ま
い
と
い
う
の
は
「
そ
こ
に
あ
る
も
の

の
様
子
（
『
広
辞
苑
』
）
」
で
す
。
人
間
で

い
え
ば
、
〝
経
歴
書
〞
と
い
わ
れ
て
い
る
顔

で
す
。
そ
の
顔
は
、
大
島
に
惚
れ
、
伴
侶
・

仲
間
に
惚
れ
、
仕
事
（
観
光
業
）
に
惚
れ
る

と
い
う
「
三
惚
れ
」
で
一
層
輝
い
て
き
ま
す
。

大
島
の
魅
力
は
、
そ
の
オ
ー
ラ
の
集
大
成
で

あ
り
、
大
島
観
光
の
再
興
は
そ
れ
を
大
き
く

し
て
市
場
を
照
ら
す
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

: : : : : : : : :

す
い
え
ん
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２
月
９
日
は
、
大
島
町
民
の
日
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
旧
六
ケ
村
が
町
制
施

行
と
な
る
合
併
協
議
書
に
調
印
を
し

た
日
で
す
。
町
民
の
日
と
な
る
２
月

９
日
は
、
観
光
施
設
を
無
料
開
放
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
記
の
施
設
が
無
料
開
放

と
な
り
ま
す
の
で
、
施
設
の
利
用
方

法
及
び
開
放
時
間
等
に
つ
い
て
は
現

場
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
開
放
施
設

　
愛
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー
御
神
火
温
泉

　
伊
豆
大
島
火
山
博
物
館

　
元
町
浜
の
湯

　
ぱ
れ
・
ら
め
ー
る
（
貝
の
展
示
室
）

　
大
島
町
郷
土
資
料
館

◎
問
い
合
わ
せ

　
　
　
観
光
課
　
施
設
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
６

（見本）

年間目標数　350,000人　　　　　　　　　（単位：人）

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10月

11月

12月

25,000

50,000

50,000

25,000

27,000

20,000

27,000

45,000

18,000

20,000

24,000

19,000

13,706

27,382

29,919

14,739

18,003

14,333

16,165

32,639

18,328

16,521

16,426

15,572

13,876

24,450

35,294

14,980

18,432

13,229

19,140

31,091

15,390

16,410

16,794

15,399

54.8％

54.8％

59.8％

59.0％

66.7％

71.7％

59.9％

72.5％

101.8％

82.6％

68.4％

82.0％

98.8％

112.0％

84.8％

98.4％

97.7％

108.3％

84.5％

105.0％

119.1％

100.7％

97.8％

101.1％

月別目標

※年間目標数は近年のピーク時（平成11年）を参考にしています。

平成19年度 目標対比 参考18年 前年比

観光課からのお知らせ観光課からのお知らせ

観
光
施
設
を

無
料
開
放
し
ま
す

第
2
回

1．
次
の
約
束
を
守
り
ま
し
ょ
う
　

①
ま
ず
自
分
の
家
、
畑
や
山
に
あ
る
椿
か

　
ら
タ
グ
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

②
他
人
の
土
地
に
は
一
声
か
け
て
か
ら
入

　
り
ま
し
ょ
う
。

③
町
や
都
の
公
園
等
の
椿
は
「
花
数
え
」

　
部
会
で
企
画
を
立
て
て
い
ま
す
の
で
、

　
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

④
ま
た
、
街
路
樹
の
椿
も
地
区
推
進
委
員

　
会
で
活
用
し
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
残

　
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
申
請
予
定
で
お
り
ま

　
す
。
タ
グ
は
確
実
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

2．
数
え
る
た
め
の
手
続
き
　
　

①
麻
ひ
も
と
タ
グ
を
受
け
取
る
。

 
（
必
要
な
タ
グ
の
数
を
受
付
票

　
　
に
記
入
し
、
タ
グ
を
受
け
取

　
　
る
）

②
タ
グ
を
付
け
る
。

③
余
っ
た
タ
グ
と
麻
ひ
も
を
戻
す
。

 
（
タ
グ
を
付
け
た
椿
の
木
の
場

 
 
所
・
本
数
を
所
定
の
地
図
に
 

　
　
記
入
す
る
）

3．
タ
グ
を
付
け
る
椿
の
木
の
基
準

　
　
　
　
　
　
（
お
お
よ
そ
の
目
安
）
 

○
木
の
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
上
か
太
さ
が

　
直
径
６
㎝
以
上
で
片
方
を
満
た
し
て
い

　
る
も
の
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
ほ
か
、
園
芸

　
種
も
対
象
と
し
ま
す
。

4．
タ
グ
の
書
き
方

○
油
性
ペ
ン
を
使

　
用
し
、
名
前
・

　
付
け
た
日
（
付

　
け
る
日
）
を
記

　
入
し
て
く
だ
さ

　
い
。

5．
タ
グ
の
付
け
方

○
麻
ひ
も
に
タ
グ
を
付
け
、
目
線
以
上
の

　
高
さ
で
目
立
つ
と
こ
ろ
に
結
ん
で
く
だ

　
さ
い
。
こ
の
場
合
、
幹
で
も
枝
で
も
か

　
ま
い
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
結
ん
で
く
だ

　
さ
い
。

6．
そ
の
他

○
何
か
困
っ
た
こ
と
や
解
ら
な
い
こ
と
が

　
起
き
た
ら
、
地
区
の
推
進
委
員
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「
花
数
え
」
部

　
会
委
員
で
も
結
構
で
す
。

　
「
ツ
バ
キ
花
数
え
」
運
動
推
進
委
員
会

5cm

｝

・町役場
・出張所
・勤福会館

・町役場
・出張所
・勤福会館
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■
二
中
生
徒
会
の
美
化
活
動
！

　
昨
年
12
月
17
日
、
第
二
中
学
校
の
生
徒

会
活
動
の
一
環
と
し
て
、
学
校
周
辺
の
清

掃
活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
ご
み
の
分
別
に
重
点
を
置
き
、

①
二
中
周
辺
、
②
泉
津
の
峠
か
ら
二
中
、

③
日
の
出
浜
か
ら
二
中
、
ぶ
ら
っ
と
ハ
ウ

ス
か
ら
二
中
ま
で
の
４
コ
ー
ス
に
分
け
、

生
徒
が
大
き
い
ご
み
袋
を
各
自
持
ち
な
が

ら
、
ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
（
軽
ト

ラ
ッ
ク
一
台
分
）

　
全
体
的
に
道
路
脇
の
竹
や
ぶ
の
中
等
、

道
路
か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
缶
類
が
多
く
捨
て
て
あ
る
の
に
ビ

ッ
ク
リ
　
「
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
ポ
イ
捨
て

や
不
法
投
棄
が
多
い
の
か
？
な
ぜ
、
私
た

ち
の
大
好
き
な
大
島
を
汚
す
の
か
？
」
と

ご
み
を
拾
い
な
が
ら
二
中
に
戻
る
途
中
の

生
徒
さ
ん
た
ち
の
生
の
声
で
し
た
。

　
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
、
私
た
ち
大
人
が
反

省
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
二

中
の
生
徒
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

①
中
身
を
洗
っ
て

②
ラ
ベ
ル
は
可
燃
ご
み
へ

③
キ
ャ
ッ
プ
も
燃
え
る
ご
み
で
す
が
、
エ

　
コ
・
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

（
収
集
先
は
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

④
指
定
袋
に
入
れ
て
、
日
曜
日
に
水
色
回

　
収
箱
へ
出
し
て
下
さ
い
。

　
た
ば
こ
の
吸
殻
は
、
道
路
に
捨
て
る
と
、

小
さ
く
て
も
ご
み
に
な
り
ま
す
。

　
喫
煙
者
の
方
は
、
携
帯
灰
皿
を
持
っ
て
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
下
さ
い
。

　
生
活
環
境
課
窓
口
に
て
、
携
帯
灰
皿
（
無

料
）
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
下
さ
い
。

■
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

■
道
路
上
の
た
ば
こ
の
吸
殻
に

　
つ
い
て

大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　
町
で
は
大
学
や
短
大
・
専
修
学
校
へ
進

む
人
達
の
た
め
に
、
奨
学
資
金
の
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人
﹈

　
４
月
か
ら
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
に

進
学
す
る
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

人
の
中
か
ら
審
査
し
選
考
さ
れ
ま
す
。

〇
貸
付
の
日
の
３
年
前
か
ら
、
引
き
続
き

　
大
島
町
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子
弟
。

〇
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
心
身
健
全
に
し

　
て
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困

　
難
と
認
め
ら
れ
た
人
。

〇
貸
付
を
受
け
る
人
の
保
護
者
が
、
国
税
・

　
地
方
税
等
の
過
年
度
分
を
滞
納
し
て
い

　
な
い
こ
と
。

〇
日
本
育
英
会
や
東
京
都
育
英
奨
学
金
な

　
ど
の
学
資
金
を
借
り
受
け
て
い
な
い
人
。

﹇
奨
学
資
金
の
貸
付
月
額
﹈

・
国
立
・
公
立
大
学
生
　
4
0,
0
0
0
円

・
私
立
大
学
生
　
　
　
　
4
5,
0
0
0
円

・
国
立
・
公
立
・
私
立
短
期
大
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6,
0
0
0
円

・
専
修
学
校
生
　
　
　
　
4
0,
0
0
0
円

﹇
返
済
方
法
﹈

　
奨
学
資
金
貸
付
期
間
終
了
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
、
一
年
を
経
過
し

た
後
、
十
年
以
内
に
年
賦
・
半
年
賦
・
月

賦
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
返
還
す
る
こ
と
。

※
無
利
子

﹇
申
込
方
法
﹈

　
町
役
場
教
育
文
化
課
及
び
各
出
張
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
申
請
書
は
、
２
月

18
日
（
月
）
か
ら
各
窓
口
で
受
け
取
れ
ま

す
。

　
申
請
に
は
連
帯
保
証
人
一
名
が
必
要
で

す
。

﹇
提
出
先
﹈

　
３
月
３
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）
ま
で

教
育
文
化
課
及
び
各
出
張
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

﹇
添
付
書
類
﹈

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票

▼
出
身
校
校
長
の
発
行
す
る
成
績
証
明
書

▼
入
学
許
可
証

▼
保
護
者
等
の
平
成
19
年
分
の
源
泉
徴
収

　
票
又
は
確
定
申
告
書
の
写
し

（
同
一
世
帯
で
二
人
以
上
給
与
所
得
が
い

　
る
場
合
、
そ
の
給
与
所
得
者
す
べ
て
必

　
要
）

▼
保
護
者
の
納
税
証
明

（
税
務
課
及
び
各
出
張
所
）

▼
健
康
診
断
書

（
各
医
療
機
関
の
診
断
書
の
様
式
）

　
詳
し
く
は
、
町
役
場
教
育
文
化
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
５
３

③キャップ

②ラベル



﹇
業
務
の
概
要
﹈

　
大
島
の
特
産
物
を
使
用
し
た
弁
当
提

供
。
　
１
日
　
３
０
０
食
以
上
（
２
日

間
）

﹇
募
集
対
象
﹈

　
大
島
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
調
理
師

免
許
を
持
っ
て
い
る
方
。

﹇
出
店
期
間
﹈

　
平
成
20
年
５
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
〜
６
月
１
日
（
日
）
２
日
間

﹇
開
催
場
所
﹈
東
京
竹
芝
桟
橋

﹇
募
集
期
間
﹈

　
　
平
成
20
年
２
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
２
月
15
日
（
金
）

﹇
応
募
方
法
﹈

　
希
望
す
る
方
は
、
指
定
の
申
請
用
紙

（
町
役
場
町
長
室
及
び
、
各
出
張
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

﹇
審
査
及
び
決
定
﹈

　
実
行
委
員
会
で
審
査
し
ま
す
。
審
査

結
果
は
本
人
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

﹇
そ
の
他
﹈

　
売
上
に
つ
い
て
は
本
人
の
も
の
と
な

り
ま
す
が
、
食
材
等
は
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
出
店
に
関
す
る
経
費
及
び
、

調
理
ス
ペ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
出
店
販
売
で
き
る
の
は
１
団

体
と
な
り
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
町
長
室
　
振
興
企
画
係

　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
４

　
平
成
20
年
度
建
設
工
事
（
建
設
工
事
・

設
計
・
測
量
・
地
質
調
査
等
）
に
つ
い
て

は
20
年
度
分
の
追
加
登
録
を
行
う
も
の
で
す
。

　
申
請
は
、
す
べ
て
大
島
町
指
定
様
式
に

よ
り
、
大
島
町
役
場
総
務
課
管
財
係
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

　
申
請
受
付
期
間

　
平
成
20
年
２
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
平
成
20
年
２
月
15
日
（
金
）

　
注
　
意

※
５
０
０
万
以
上
の
工
事
等
を
請
負
場
合
、

　
経
営
資
格
審
査
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
、
受
付
表
、
基
本
カ
ー
ド
、
業

　
態
カ
ー
ド
の
表
題
を
20
年
度
と
記
載
し

　
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
物
品
買
入
れ
（
委
託
・
購

入
・
借
上
げ
等
）
に
つ
い
て
は
、
20
年
度

分
の
追
加
登
録
を
行
う
も
の
で
す
。

　
申
請
は
、
す
べ
て
大
島
町
指
定
様
式
に

よ
り
、
大
島
町
役
場
総
務
課
管
財
係
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

　
注
　
意

※
物
品
買
入
れ
（
18
・
19
・
20
）
年
度
　

　
に
登
録
し
て
あ
る
業
者
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
申
請
を
忘
れ
て

い
た
業
者
等
、
新
規
に
登
録
を
希
望
す
る

業
者
が
対
象
で
す
。

　
申
請
受
付
期
間

　
平
成
20
年
２
月
１
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
平
成
20
年
２
月
15
日
（
金
）

建
設
工
事
等
・
物
品
買
入
れ
等
共
通
事
項

１．
大
島
町
指
定
様
式
を
使
用
し
申
請
す

　
　
る
こ
と
。

２．
郵
送
可
（
返
信
用
封
筒
同
封
）
。

３．
18
年
度
19
年
度
契
約
の
官
公
署
と

　
　
の
契
約
金
額
上
位
５
契
約
の
契
約

　
　
書
（
写
）
表
紙
の
み
添
付
。

４．
添
付
書
類
中
見
せ
る
だ
け
の
書
類
に

　
　
つ
い
て
は
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。

申
込
み
用
紙

　
様
式
、
記
入
方
法
は
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
使
用
す
る
こ

と
。

※
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
申
請
様
式
並
び

　
に
提
出
書
類
記
載
要
領
の
中
で
、
表
示

　
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
年
度
に
つ
い
て

　
は
、
当
該
対
称
年
度
に
読
み
替
え
る
も

　
の
と
す
る
。

　
ア
ド
レ
ス
　

http://w
w
w
.tow
n.oshim

a.tokyo.jp/

　
提
　
出
　
先

〒
１
０
０
―

０
１
０
１

　
東
京
都
大
島
町
元
町
１
―

１
―

14

　
　
　
大
島
町
役
場
　
総
務
課
　
管
財
係

　
　
　
　
０
４
９
９
２
（
２
）
１
４
４
３

12広報おおしま平成20年2月号

　
東
京
の
島
々
の
自
然
環
境
と
、
人
々

の
く
ら
し
や
文
化
・
観
光
資
源
・
特

産
品
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
広
く
大

都
市
圏
の
人
々
に
紹
介
す
る
こ
と
に

よ
り
、
観
光
や
産
業
の
振
興
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

大
島
町
で
は
、
島
し
ょ
振
興
公
社
、

伊
豆
諸
島
、
小
笠
原
諸
島
と
共
同
で

行
う
「
島
じ
ま
ん
２
０
０
８
」
に
参

加
し
ま
す
。

　
大
島
の
特
産
物
、
郷
土
料
理
を
宣

伝
す
る
た
め
、
地
元
の
地
域
産
物
を

食
材
と
し
た
弁
当
を
出
店
販
売
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
20
年
度

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付
（
追
加
登
録
分
）

平
成
20
年
度

物
品
買
入
れ
等
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付
（
追
加
登
録
分
）
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﹇
火
山
活
動
評
価
﹈

　
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の
膨
張
傾
向
が
継
続

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
火
山
活
動
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
静
穏
な
状

態
で
、
三
原
山
山
頂
火
口
の
周
辺
に
影
響
を

及
ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

　
　
（
大
島
測
候
所
　
（
２
）
１
４
９
０
）

伊
豆
大
島
の

火
山
活
動
の
解
説

（
平
成
19
年
12
月
）

遠望カメラによる三原山の
山頂火口からの噴気 剣ガ峰付近の噴気

＊「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
＊

＊
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

　
　
　
　
　
　
　
交
付
に
つ
い
て
＊

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
社
会
保
険
庁
が
把
握
し
て
い
る
加
入
履

歴
で
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
約
５
０
０
０
万
件
の
記
録
に
つ
い
て
記

録
訂
正
の
可
能
性
の
あ
る
方
に
平
成
19
年

12
月
よ
り
随
時
送
付
し
て
い
ま
す
。
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記

録
に
も
れ
が
な
い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

【
確
認
結
果
の
送
付
】

◎
訂
正
が
な
い
方
…
同
封
の
「
確
認
は
が

　
き
」
を
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

◎
訂
正
の
あ
る
方
…
同
封
の
「
年
金
加
入

　
記
録
照
会
票
」
に
訂
正
等
の
内
容
を
記

　
入
の
う
え
、
年
金
受
給
者
の
方
は
年
金

　
証
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
社
会
保

　
険
事
務
所
等
で
手
続
き
を
、
そ
の
他
の

　
方
は
照
会
票
を
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
以
外
の
全
て
の
皆
様
に
も
、
順
次

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

●
年
金
受
給
者
の
方
々
へ
は
、
平
成
20
年

　
４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
に
。

●
現
役
加
入
者
の
方
々
へ
は
、
６
月
か
ら

　
10
月
ま
で
の
間
に
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
現
在
、
社
会

保
険
庁
で
管
理
し
て
い
る
記
録
に
基
づ
い

て
作
成
し
て
い
ま
す
。
引
越
し
や
結
婚
な

ど
で
住
所
・
氏
名
が
変
わ
ら
れ
た
場
合
は

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
変
更
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
手
数
で
す
が
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
35
歳
及
び
58
歳
で
の
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
に
よ
る
通
知
を
平
成
19

年
11
月
26
日
の
発
送
を
も
っ
て
中
止
い
た

し
ま
し
た
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

（
I
P
電
話
・
P
H
S
か
ら
は
）

　
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４

受
付
時
間

平
成
20
年
１
月
21
日
〜
３
月
31
日

　
平
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　
第
２
土
曜
日
（
１
月
26
日
・
３
月
９
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
保
険
の
対
象
と
な
る
年

金
受
給
者
に
平
成
19
年
分
の
源
泉
徴
収
票

を
作
成
し
、
平
成
20
年
１
月
末
日
ま
で
に

届
く
よ
う
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
（
障
害

年
金
・
遺
族
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
課
税

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収

票
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
）

　
確
定
申
告
の
際
に
、
添
付
書
類
と
し
て

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
万
一
源
泉
徴
収
票

を
紛
失
さ
れ
た
場
合
や
未
着
等
の
場
合
に

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お
い
て
再
交

付
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

　
住
民
課
福
祉
係
　
（
２
）
１
４
６
２
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事 業 名 日 程 対 象 者 会 場 ・ 受 付 時 間 等持 ち 物

H19.9.6～
H19.11.5生まれ

0歳児
　～末就学児

乳幼児と保護者
の方など

★予約制

★予約制

予約不要

・健康手帳
・母子手帳
　　　など

・母子手帳

・母子手帳

・母子手帳
・問診票
　　　他

・健康手帳
　　　など

大
島
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

（①②は
乳幼児も可能）

◆①歯科衛生士　②栄養士
　③看護師　　　④保健師　
　①～④の中よりご希望の相談
　が受けられます。
　詳しくは大島けんこうセンタ
　ーまで

※詳しくは大島けんこうセンタ
　ーへお問い合わせください。
※対象の方で通知が届いていな
　い方は、恐れ入りますがご連
　絡ください。

個別（栄養士まで）

◆専門の相談員が島外から来ま
　す。
★予約制（金子まで）

10：30～11：00
◆歯科医師による健診
　歯科衛生士による相談

6～7ヵ月
9～10ヵ月

・母子手帳
・受診票

◆2/6・27は栄養相談があります。

　
現
在
、
町
の
基
本

健
康
診
査
は
老
人
保

健
法
に
基
づ
き
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
平

成
20
年
３
月
末
で
こ

の
法
律
は
廃
止
さ
れ

ま
す
。

　
代
わ
っ
て
平
成
20

年
４
月
か
ら
は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
中
で
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
者
の
責
任
で
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
に
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
と
名
前
を
変
え
て

実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

※
な
お
、

　
①
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
（
40
　

　
　
歳
以
上
〜
74
歳
の
方
）
に
関
す
る
こ
と
に

　
　
つ
い
て
は
、
ご
自
身
が
加
入
さ
れ
て
い
る

　
　
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
②
大
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

　
　
る
方
は
、
け
ん
こ
う
課
保
険
係
へ
。
　

　
③
そ
の
他
の
医
療
保
険
の
方
は
、
加
入
さ
れ

　
　
て
い
る
医
療
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

　
　
さ
い
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
新
し
い
健
診
体
制
に
変

わ
り
ま
す
が
、
が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
39
歳
以
下
の
方
の

基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
従
来
ど
お
り
の
健
診
（
検
診
）
体
制
で

す
。

○
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
2
0
0
8

﹇
編
﹈
ク
レ
イ
グ
・
グ
レ
ン
デ
ィ

﹇
発
行
﹈
ポ
プ
ラ
社

　
　
　
　
　
　
　
驚
き
と
感
動
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
の
数
々
。
世
界
中
の

　
　
　
　
　
　
　
「
世
界
一
」
を
集
め

　
　
　
　
　
　
　
た
世
界
一
の
本
。

○
世
に
も
美
し
い
数
学
入
門

　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
藤
原
正
彦

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
小
川
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
筑
摩
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
「
美
し
い
数
学
ほ

ど
、
後
に
な
っ
て
役
に
立
つ
も
の
だ
」

数
学
者
は
、
は
っ
き
り
と
言
い
切
る
。

想
像
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
鋭
い
質
問
に

よ
っ
て
、
作
家
は
、
美
し
さ
の
核
心
に

迫
っ
て
い
く
。

○
ア
サ
ッ
テ
の
人

　
　
　
　
　
　
　
﹇
著
者
﹈
諏
訪
哲
史

　
　
　
　
　
　
　
﹇
発
行
﹈
講
談
社

　
　
　
　
　
　
　
「
ポ
ン
パ
」
な
ど
と

　
　
　
　
　
　
　
意
味
不
明
の
言
葉
を

発
す
る
癖
が
あ
る
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
叔
父
の
実
像
を
描
き
出
す
。
叔
父
が

残
し
た
日
記
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、

失
跡
し
た
叔
父
の
謎
に
多
層
的
に
迫
る
。

○
最
初
の
ヒ
ト

﹇
著
者
﹈
ア
ン
・
ギ
ボ
ン
ズ
﹇
発
行
﹈
新
書
館

○
八
つ
の
小
鍋
　
村
田
喜
代
子
傑
作
短
編
集

﹇
著
者
﹈
村
田
喜
代
子
﹇
発
行
﹈
文
藝
春
秋

○
居
眠
り
磐
音
　
江
戸
双
紙
　
陽
炎
ノ
辻

﹇
著
者
﹈
佐
伯
泰
英
﹇
発
行
﹈
双
葉
社

※
23
編
ま
で
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

い
わ
ね

か
げ
ろ
う
　
つ
じ



　
今
回
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
な
る
と
な
ぜ
危
険
な
の
か
を
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
食

べ
過
ぎ
・
運
動
不
足
・
喫
煙
・
お
酒
の
飲

み
過
ぎ
な
ど
の
悪
い
生
活
習
慣
が
引
き
起

こ
す
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
状
態
を
放
っ
て
お
く
と
、
や
が
て

①
内
臓
脂
肪
が
た
ま
り
（
内
蔵
脂
肪
型
肥

満
）
さ
ら
に
②
中
性
脂
肪
が
増
え
、
ま
た

は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
減
り
脂
質

異
常
症
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
③
血
圧
が

高
く
な
っ
た
り
、
④
血
糖
値
が
高
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　
①
に
加
え
て
②
〜
④
の
う
ち
２
つ
以
上

あ
て
は
ま
る
と
あ
な
た
も
立
派
な
「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
の
対
象
者
で
す
。

　
何
も
対
応
し
な
い
で
い
る
と
や
が
て
動

脈
硬
化
（
体
中
に
血
液
を
運
ぶ
動
脈
が
、

硬
く
な
っ
た
り
、
非
常
に
も
ろ
く
な
っ
た
り
、

血
液
が
詰
ま
っ
た
り
し
ま
す
）
が
始
ま
り
、

「
心
臓
病
」
や
「
脳
卒
中
」
、
「
糖
尿
病

合
併
症
」
な
ど
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
引

き
起
こ
す
危
険
性
が
急
激
に
高
く
な
り
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
る

と
心
臓
病
が
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
非
常
に

高
ま
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
危
険

度
は
危
険
因
子
（
肥
満
・
脂
質
異
常
症
・

高
血
圧
・
高
血
糖
）
の
数
と
大
き
く
か
か

わ
っ
て
お
り
、
危
険
因
子
の
無
い
人
に
く

ら
べ
危
険
因
子
を
一
つ
持
っ
て
い
る
場
合

は
約
５
倍
、
二
つ
持
っ
て
い
る
場
合
は
約

６
倍
、
３
〜
４
個
持
っ
て
い
る
場
合
で
は

急
激
に
上
昇
し
約
36
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
ま
ず
は
生
活
習

慣
を
改
善
し
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
努
力
を

し
ま
し
ょ
う
。

１．
食
生
活
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。
 
 
 
 
 

　
毎
日
一
日
三
食
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
脂
っ
こ
い
物
や
塩
分
、
甘
い
も
の
は

控
え
め
に
し
、
一
日
に
３
５
０
ｇ
以
上
の

野
菜
（
緑
黄
色
野
菜
１
２
０
g
以
上
、
淡

色
野
菜
２
３
０
ｇ
以
上
）
を
食
べ
る
よ
う

に
し
て
規
則
正
し
い
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
一
口
当
た
り
約
30
回
を
目
安
に
、
よ
く

か
ん
で
食
べ
て
食
事
の
量
は
腹
八
分
目
に

し
ま
し
ょ
う
。

2．
運
動
す
る
習
慣
を
生
活
の
一
部
に

　
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
仕
事
や
家
事
な
ど
の
合
間
に
意
識
し
て

こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
、
近
所
で
も
車
で

移
動
し
て
い
た
も
の
を
、
意
識
し
て
歩
く

よ
う
に
し
て
、
少
し
ず
つ
で
も
運
動
し
て

一
日
一
万
歩
を
目
安
に
歩
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
自
分
に
合
っ
た
有
酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
水
中
運
動
）
を
定
期
的
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
代
謝
を
ア

ッ
プ
さ
せ
、
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
は
、
腹
筋
、
腕
立
て
伏
せ
、
ス
ク

ワ
ッ
ト
な
ど
が
簡
単
で
す
。
ま
ず
は
10
回

を
１
セ
ッ
ト
か
ら
は
じ
め
て
、
慣
れ
た
ら

セ
ッ
ト
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
）

3．
禁
煙
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

　
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、
ゆ
っ

く
り
深
呼
吸
し
た
り
、
あ
る
い
は
冷
た
い

水
や
熱
い
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
シ
ュ
ガ
ー

レ
ス
の
ガ
ム
を
か
ん
だ
り
し
て
、
気
分
転

換
を
し
て
タ
バ
コ
を
吸
い
た
く
な
る
の
を

ま
ぎ
ら
わ
し
ま
し
ょ
う
。

4．
お
酒
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
一
日
に
お
酒
の
種
類
に
よ
っ
て
適
量
が

違
い
ま
す
が
、
飲
酒
す
る
適
量
を
守
り
週

に
２
日
は
休
肝
日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

　
目
安
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
日
本
酒
・
・
・
・
・
１
８
０
ml

　
　
ビ
ー
ル
・
・
・
・
・
５
０
０
ml

　
　
焼
酎
・
・
・
・
・
・
・
・
80
ml

　
　
ウ
イ
ス
キ
ー
・
・
・
・
・
60
ml

　
　
ワ
イ
ン
・
・
・
・
・
２
０
０
ml

以
上
が
だ
い
た
い
の
目
安
で
す
。

5
．
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
し
ま
し

　
ょ
う
。

　
一
日
の
心
身
の
疲
労
を
取
り
除
く
た
め

に
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
趣
味
な
ど
を
い
か
し
、
自
分
な

り
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
る
方
法
を
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
ゆ
っ
く
り

と
深
呼
吸
を
し
た
り
、
最
低
で
も
一
日
一

回
大
き
な
声
で
心
の
底
か
ら
笑
い
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
も
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
の
に

大
き
な
役
割
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
住
民
の
皆
さ
ん
も
普
段

の
生
活
習
慣
を
今
一
度
見
直
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
け
ん
こ
う
課
　
保
険
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
７
１

「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」
に
つ
い
て
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こ
の
度
、
農
業
委
員
会
の
先
進
地
視
察
に

参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
の

皆
様
の
御
努
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
よ
り
農
業
委
員
の
活
動
を
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
、
な
に
ぶ
ん
初
め
て
の
こ
と

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
今
後
と
も
ご
指

導
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
先
般
行
わ
れ
た
先
進
地
視
察
で
は
静

岡
県
農
林
技
術
セ
ン
タ
ー
、
三
島
市
の
天
敵

を
使
っ
た
イ
チ
ゴ
施
設
栽
培
、
そ
の
他
民
営

の
直
売
所
等
を
見
学
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
天
敵
を
活
用
し
た
減
農
薬
防
除

に
関
し
て
は
今
ま
で
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
実
際
行
っ
て
い
る

風
景
は
初
め
て
見
ま
し
た
。
特
に
農
林
技
術

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ト
マ
ト
、
茶
、
柑
橘
な
ど

の
研
究
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
ト
マ

ト
や
エ
ン
ド
ウ
な
ど
に
着
く
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

に
関
し
て
は
明
日
葉
の
古
葉
な
ど
近
年
特
に

多
か
っ
た
の
で
実
際
露
天
で
は
活
用
で
き
な

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
天
敵
が
ヒ
メ
コ
バ

チ
と
言
う
事
を
知
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
お
茶
に
着
く
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

と
そ
の
天
敵
で
あ
る
チ
ビ
ト
コ
バ
チ
、
柑
橘

類
の
葉
に
着
く
ハ
ダ
ニ
と
そ
の
天
敵
で
あ
る

ミ
ヤ
コ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
な
ど
。
ま
た
実
際
に
そ

れ
ら
を
活
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
イ
チ
ゴ
栽

培
施
設
な
ど
現
場
も
見
ら
れ
大
変
勉
強
に
な

り
、
今
後
の
農
業
経
営
の
参
考
に
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
直
売
所
（
撮
影
禁
止
）

に
関
し
て
は
民
営
の
物
は
初
め
て
見
ま
し
た

が
農
産
物
・
水
産
物
問
わ
ず
「
良
い
と
こ

取
り
」
が
出
来
る
の
が
強
み
な
の
か
も
知

れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
質
の
向
上
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
町
民
の
意
見
・
要
望

を
反
映
さ
せ
、
町
民
本
位
の
医
療
提
供

が
で
き
る
よ
う
運
営
協
議
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
大
島
医
療
セ
ン
タ

ー
の
管
理
・
運
営
に
関
し
て
審
議
し
、

町
長
及
び
指
定
管
理
者
で
あ
る
藤
清
会

に
対
し
意
見
・
要
望
を
具
申
す
る
こ
と

が
で
き
、
町
議
会
議
員
３
名
以
内
、
公

募
に
よ
る
選
定
者
10
名
以
内
、
医
療
・

福
祉
関
係
者
４
名
以
内
、
公
共
的
団
体

構
成
員
10
名
以
内
、
公
共
団
体
職
員
３

名
以
内
の
委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

﹇
募
集
人
員
﹈
６
名
（
４
名
は
、
そ
の

　
　
都
度
臨
時
募
集
し
ま
す
）

﹇
任
　
　
期
﹈

　
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

﹇
応
募
方
法
・
期
限
﹈

　
町
役
場
・
各
出
張
所
に
あ
る
申
込
書

に
よ
り
、
２
月
29
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

﹇
応
募
資
格
﹈

　
18
歳
以
上
で
大
島
に
住
所
の
あ
る
人

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
け
ん
こ
う
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
７
１

　
大
島
町
で
は
、
昨
年
７
月
に
食
育
推
進
計
画

を
発
表
し
ま
し
た
。
学
校
給
食
に
地
場
農
産
物

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
子
供
が
食
材
を
通
じ
地

域
の
文
化
や
産
業
を
学
び
、
食
べ
物
の
大
切
さ

を
育
む
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
安
定
供
給
で
き
る
出
荷

体
制
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
農
家
の
方
を
対
象
に
学
校
給
食
農

産
物
出
荷
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
関
心
の
あ
る
農
家
の
方
の
ご
出
席
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
２
月
15
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
大
会
議
室

﹇
主
催
﹈
島
し
ょ
農
協
伊
豆
大
島
支
店

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
島
し
ょ
農
協
伊
豆
大
島
支
店
　

　
 
 
 
 
 
 
（
２
）
３
５
０
６

﹇
日
時
﹈
２
月
28
日
（
木
）
午
後
３
時
〜
５
時

﹇
場
所
﹈
大
島
支
庁
２
階
　
第
２
会
議
室

﹇
講
師
﹈
首
都
大
学
東
京
客
員
教
授
　

　
　
　
　
　
　
　
農
学
博
士
　
東
　
直
樹
先
生

﹇
内
容
﹈
「
食
べ
物
は
身
体
を
変
え
る
！

　
　
　
　
　
食
品
の
生
理
調
節
機
能
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
「
明
日
葉
の
評
価
に
つ
い
て
」
等

﹇
参
加
費
﹈
無
料
　
﹇
定
員
﹈
80
名
　

﹇
申
し
込
み
﹈

　
２
月
21
日
ま
で
に
、
保
健
所
へ
お
電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

 
島
し
ょ
保
健
所
大
島
出
張
所

 
　
　
 
 
 
（
２
）
１
４
３
６

　
　
　
F
A
X
（
２
）
１
7
４
０

﹇
注
文
受
付
﹈

　
２
月
18
日
（
月
）
〜
２
月
22
日
（
金
）

﹇
申
込
先
﹈
町
役
場
　
産
業
課
　
農
業
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
１
４
４
５

﹇
取
　
扱
﹈
大
島
支
庁
　
産
業
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
（
２
）
４
４
３
１

﹇
配
布
日
時
﹈
３
月
７
日
（
金
）

﹇
配
布
場
所
﹈
大
島
支
庁
玄
関
前

﹇
注
意
事
項
﹈

・
注
文
の
際
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

　
本
数
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
25
本
単
位
で
注

　
文
し
て
下
さ
い
。

・
苗
が
不
足
し
た
時
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

・
配
布
時
に
必
ず
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

・
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
配
布
場
所

　
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

増
山
　
賀
子

大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

学
校
給
食
農
産
物
出
荷
説
明
会

学
校
給
食
農
産
物
出
荷
説
明
会

学
校
給
食
農
産
物
出
荷
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て

大
島
支
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

大

島

町

農

業

委

員

会

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆



　
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
2
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
4
時
30
分

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
お
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
　

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　
（
い
ず
れ
も
祝
祭
日
を
除
く
）

﹇
主
　
　
催
﹈
 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
問
い
合
わ
せ
・
予
約
電
話
番
号
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
 
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談 お気軽に

ご相談ください
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毎
回
好
評
を
博
し
て
い
る
佐
藤
先
生
を
講

師
に
迎
え
て
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

保
護
者
か
ら
教
育
関
係
者
、
一
般
の
方
ま
で

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
２
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
19
時
00
分
〜
21
時
00
分

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
テ
ー
マ
﹈

　
困
難
さ
に
合
わ
せ
た
支
援
と
子
育
て

　
『
学
校
不
適
合
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
。
』

﹇
講
師
﹈

　
東
京
都
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
臨
床
心
理
士
　
佐
藤
　
速
人
先
生

﹇
内
容
﹈

　
発
達
障
害
、
不
登
校
、
う
つ
な
ど
子
ど
も

の
困
難
さ
に
合
わ
せ
て
、
具
体
的
な
対
応
事

例
を
示
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
大
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
大
島
町
教
育
相
談
推
進
委
員
会

大
島
町
教
育
相
談
研
修
会

大
島
町
教
育
相
談
研
修
会

　
※
行
政
相
談
員
が
定
期
的
に
相
談
を
　
　

　
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
毎
月
第
4
水
曜
日
）

﹇
日
　
時
﹈
2
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
椎
名
　
孝

行

政

相

談

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
へ
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

　
大
島
高
校
の
施
設
開
放
に
伴
う
登
録
団
体

の
受
付
を
行
い
ま
す
。
使
用
は
４
月
か
ら
に

な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
窓
口
で
配
布
す
る
要

領
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

﹇
申
請
期
間
﹈

　
２
月
４
日
（
月
）
〜
２
月
13
日
（
水
）

　
※
土
・
休
日
を
除
く

　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

﹇
登
録
申
請
﹈

　
登
録
希
望
団
体
は
、
窓
口
で
配
布
す
る
申

請
要
領
な
ど
を
よ
く
読
ん
で
、
指
定
の
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
請
期
間
内
に
本

校
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
開
放
施
設
﹈

 
体
育
館
、
柔
道
場
、
剣
道
場
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
等
体
育
施
設
、
音
楽
室
等
の
文
化
・
学

習
施
設

﹇
注
意
事
項
﹈

１．
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、
必
要
な
条

　
　
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２．
申
請
期
間
以
外
の
申
請
及
び
問
い
合
わ

　
　
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

３．
申
請
を
受
理
し
た
場
合
で
も
、
学
校
運

　
　
営
上
の
都
合
に
よ
り
登
録
で
き
な
い
場

　
　
合
が
あ
り
ま
す
。

４．
19
年
度
登
録
団
体
に
つ
い
て
は
別
途
連

　
　
絡
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１

 
　
 
経
営
企
画
室
　
秋
山
・
波
多
野
　

体
育
施
設
、学
習
・
文
化
施
設

使
用
登
録
団
体
の
受
付
に
つ
い
て

体
育
施
設
、学
習
・
文
化
施
設

使
用
登
録
団
体
の
受
付
に
つ
い
て

体
育
施
設
、学
習
・
文
化
施
設

使
用
登
録
団
体
の
受
付
に
つ
い
て

体
育
施
設
、学
習
・
文
化
施
設

使
用
登
録
団
体
の
受
付
に
つ
い
て

﹇
町
長
室
﹈
▼
12
月
15
日
大
島
町
消
防
団
夜
警

視
察
▼
12
月
17
日
大
島
町
議
会
常
任
委
員
会
▼

12
月
20
日
全
離
島
予
算
獲
得
運
動
ほ
か
▼
12
月

22
日
大
島
町
貝
の
博
物
館
開
館
式
▼
１
月
５
日

成
人
式
▼
１
月
６
日
消
防
出
初
式
▼
１
月
８
日

椿
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

﹇
来
庁
者
﹈
﹇
町
長
室
﹈
▼
12
月
13
日
ア
ク
ア

ミ
レ
ニ
ア
▼
12
月
14
日
観
光
協
会
▼
12
月
19
日

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
モ
ー
タ
ー
・
都
行
政
部
振

興
企
画
課
長
▼
12
月
28
日
大
島
支
庁
長
・
大
島

警
察
署
長
▼
１
月
４
日
観
光
協
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
商
工
会

ほ
か
▼
１
月
７
日
伊
豆
大
島
漁
協
▼
１
月
９
日

島
し
ょ
農
協

行
政
の
う
ご
き
1２
月
１０
日
〜
１
月
9
日

◎
芸
能
大
会
の
開
催

　
日
時
　
2
月
17
日
（
日
）

　
開
演
　
午
前
10
時
00
分
〜
（
予
定
）

　
場
所
　
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
2
階
大
集
会
室

　
各
種
団
体
に
よ
る
舞
踊
、
合
唱
、
合

奏
、
郷
土
芸
能
な
ど
披
露
し
ま
す
。
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
下
さ

い
。

（
開
演
時
間
に
つ
い
て
は
、
申
込
団
体
数

に
よ
っ
て
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
詳
し
い
開
場
・
開
演
時
間
に
つ

い
て
は
、
新
聞
折
込
ま
た
は
教
育
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
大
島
町
教
育
委
員
会

　
教
育
文
化
課
　
社
会
教
育
係

　
　
（
２
）
１
４
５
３
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

み
ん
な
の
力
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

花
彩
島
伊
豆
大
島

　
ぱ
れ
・
ら
め
ー
る
が
施
設
の
老
朽

化
に
よ
り
大
島
町
勤
労
福
祉
会
館
内

に
、
昨
年
12
月
24
日
移
転
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
１
階
は
テ
ー
マ
別
に
伊
豆
・
小
笠

原
諸
島
の
貝
な
ど
を
分
り
や
す
く
展

示
、
２
階
は
世
界
の
貝
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
展
示
種
類
数
は
２
，
４
０

０
種
、
固
体
数
は
１
万
点
に
及
び
ま

す
。
ま
た
、
２
階
に
は
学
習
室
を
設

け
小
中
学
生
の
体
験
学
習
も
で
き
、

貝
に
詳
し
く
な
い
方
も
十
分
楽
し
め

る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
波
浮
港
地
区
を
海
洋
ゾ
ー

ン
と
し
て
位
置
づ
け
た
地
域
の
活
性

化
と
、
大
島
全
体
の
観
光
活
性
化
に

も
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

１階　展示室

　
１
月
11
日
、
野
増
王
の
浜
の
海
岸
に
約
８

ｍ
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
が
座
礁
し
て
い
る
の

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
と
目
見
よ
う
と
多

く
の
方
が
見
物
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
人
が
近
寄
れ
る
場
所
で
は
な
く
遠
く

か
ら
見
守
る
ば
か
り
。

そ
の
後
、
東
京
都
の

調
査
船
や
し
お
で
曳

航
さ
れ
黒
潮
海
流
ま

で
運
ば
れ
ま
し
た
。

大
島
で
は
、
17
年
の

２
月
に
も
約
10
ｍ
の

セ
ミ
ク
ジ
ラ
が
座
礁

し
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
の
内
田
敬
三
さ
ん
（
北
の
山
）
が
、

長
年
の
保
護
司
活
動
の
功
績
に
よ
り
法
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
は
、

平
成
３
年
に
法
務
大
臣

よ
り
保
護
司
を
委
嘱
さ

れ
、
以
来
、
更
生
保
護

や
犯
罪
予
防
な
ど
の
地

域
活
動
に
携
わ
り
、
こ

の
度
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
１
月
12
日
か
ら
13
日
に
開
催
さ
れ
た
品
川
区
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
新
人
戦
に
大
島
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
強
豪
が
多
い
品
川
区
の
チ
ー
ム
の
中
で
、
大
島
ジ
ュ

ニ
ア
は
持
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
攻
撃
バ
レ
ー
で
予
選

ブ
ロ
ッ
ク
を
リ
ー
グ
一
位
で
通
過
し
、
決
勝
大
会
で
は

あ
と
一
歩
力
及
ば
ず
第
３
位
で
し
た
。
５
年
生
以
下
10

人
で
勝
ち
取
っ
た
快
挙
に
品
川
区
の
連
盟
関
係
者
及
び

他
チ
ー
ム
指
導
者
か
ら
も
大
絶
賛
で
し
た
。

　
観
光
振
興
実
行
委
員
会
に
よ
る
、
「
ツ
バ

キ
花
数
え
」
運
動
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
、
１
月
20
日
大
島
公
園
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
前
田
豪
さ
ん
か
ら

「
小
さ
な
ス
タ
ー
ト
が
大
き
な
一
歩
に
。
息

の
長
い
運
動
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
エ
ー
ル
が

贈
ら
れ
た
後
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
岡
山
正

直
君
が
「
ど
こ
ま
で
頑
張
り
や
っ
て
い
け
る

か
分
り
ま
せ
ん
が
、
珍
し
い
ツ
バ
キ
の
木
や

大
き
な
ツ
バ
キ
の
木
を
探
し
た
り
、
楽
し
く

花
数
え
運
動
を
し
て
行
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
大
島
の
誇
れ
る
財
産
ツ
バ

キ
を
見
直
し
「
ツ
バ
キ
の
花
数
え
」
を
通
し

て
、
新
た
な
発
見
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
島
の

財
産
（
文
化
・
自
然
・
産
業
等
）
の
継
承
と
、

島
民
の
意
識
を
一
つ
に
し
た
大
島
町
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
り
上
げ
、
観
光
の
振
興

に
繋
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
自
宅
の
庭
先
か
ら
「
ツ
バ
キ

花
数
え
」
を
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

す
ご
い
ぞ
！



　
１
月
５
日
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

晴
れ
着
姿
が
眩
し
い
男
女
合
わ
せ
て

74
名
の
新
成
人
が
参
加
し
、
一
足
早

い
大
島
町
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
、

大
島
支
庁
長
並
び
に
大
島
町
議
会
議

長
か
ら
は
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表

し
て
、
秋
野
美
和
子
さ
ん
が
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
記
念
の
集
い
は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

同
級
生
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
会
話
を
楽

し
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

恒
例
の
近
況
報
告
の
一
言
で
は
、
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
持
ち
、
し
っ
か
り
と
大

人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
学
生
や

社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て
生
活
し
て
い
る

様
子
が
伺
え
て
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
の
新
成
人
は
昭
和
61

年
の
三
原
山
大
噴
火
の
後
に
生
ま
れ
た
世

代
と
な
り
ま
す
。
時
の
経
つ
の
は
早
い
で

す
ね
。

　
１
月
６
日
各
地
区
の
消
防
団
員
３
３
６
名

が
参
加
し
、
大
島
町
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
長
年
勤
続
し
退
団

す
る
19
名
に
感
謝
状
、
成
績
優
秀
な
24
名
の

団
員
に
精
勤
章
規
程
に
基
づ
く
甲
号
表
彰
、

新
団
員
８
名
と
退
団
す
る
22
名
の
団
員
に
辞

令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
精
神
に
基
づ
い
て
、
地
域
の
安
全
と
安
心

を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

大
島
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
益
々
消
防
団
に

対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
災
害
時
に
は
、
地
域
の
実
情
に

あ
わ
せ
た
住
民
同
士
の
支
え
合
い
も
と
て
も

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
い
ざ
と

い
う
時
の
災
害
に
対
す
る
備
え
と
心
構
え
を

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

平成20年2月号19 広報おおしま
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●ま・ち・の・わ・だ・い

各地区消防団員と消防車輌等によるパレード

宣誓する泉津新分団員
尾高啓太さん

▲
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長
尾
　
凛
央
ち
ゃ
ん
　
　
大
輔
・
美
代
子
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
／
29
（
元
　
町
）

難
波
　
　
凛
ち
ゃ
ん
　
　
大
記
・
香
織
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
／
7
（
元
　
町
）

白
木
　
聖
莉
愛
ち
ゃ
ん
　
剛
・
有
沙
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
／
17
（
差
木
地
）

新
渡
戸
　
佑
く
ん
　
　
　
敏
三
・
身
江
子
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
／
21
（
岡
　
田
）

河
野
　
流
空
く
ん
　
　
　
広
一
・
香
央
里
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
／
25
（
元
　
町
）

浅
野
　
星
南
ち
ゃ
ん
　
　
功
司
・
あ
づ
さ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
／
29
（
元
　
町
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

12
／
6
〜
1
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

り
　
お

し
ぇ
り
あ

ゆ
う

る
　
あ

せ
い
な

り
ん

﹇
日
時
﹈
２
月
４
日
（
月
）
か
ら
８
日
（
金
）

 
 
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

﹇
場
所
﹈
 
都
立
大
島
高
等
学
校

　
　
　
　
　
各
教
室
・
体
育
館
及
び
農
場

﹇
時
間
割
﹈
当
日
、
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

 
 
都
立
大
島
高
等
学
校

　
　
　
　
（
２
）
１
４
３
１

 
 
担
当
者
　
主
幹
・
全
日
制
教
務
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
隆

☆
大
島
高
校
の
授
業
風
景
や
生
徒
た
ち
の
学

　
習
活
動
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
三
学
期
授
業
公
開
の

お
知
ら
せ

―
福
祉
先
進
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
学
ぶ
―

﹇
内
　
容
﹈
移
植
と
鉢
カ
バ
ー
作
り

﹇
日
　
時
﹈
2
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

﹇
場
　
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
　
用
﹈
教
材
費
５
０
０
円

﹇
主
　
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

都
立
大
島
高
等
学
校
（
全
日
制
過
程
）

　
大
島
高
校
定
時
制
は
全
校
生
徒
６
名
（
平

成
19
年
12
月
現
在
）
の
小
さ
な
高
校
で

す
。
誰
も
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
又
先
生
も
生
徒
が
分
か
る
ま
で

時
間
を
か
け
て
一
人
一
人
に
向
き
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
多
く
の
方
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

﹇
20
年
度
募
集
内
容
﹈

第
１
学
年
　
30
名

願
書
受
付
　
２
月
７
日
（
木
）
・
８
日
（
金
）

学
力
検
査
　
２
月
23
日
（
土
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
二
次
募
集
、

　
三
次
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

※
中
学
校
を
修
了
し
て
い
れ
ば
何
歳
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
。

※
３
月
に
は
他
学
年
の
募
集
を
予
定
し
て

　
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
等
学
校
　
（
２
）
１
４
３
１

　
定
時
制
副
校
長
　
坂
上

　http://w
w
w
.osim

a-h.m
etro.tokyo.jp/

※
出
発
時
刻
の
15
分
前
ま
で
に
保
安
検

　
査
場
を
お
通
り
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

　
ご
搭
乗
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い

　
ま
す
。
お
時
間
に
は
余
裕
を
も
っ
て
空

　
港
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

航
空
便
発
着
時
刻
表

2
月
1
日
〜
2
月
２９
日

東 京　　大 島　　東 京便名 機　種

841
842 DHC－8

8：20発①
9：55着

8：55着
　9：25発①

八丈島　　大 島　　東 京便名 機　種

850
844 B737－500

11：55発
13：35着

12：35着
13：05発

東 京　　大 島　　八丈島便名 機　種

843
849 B737－500

13：25発

①は841・842便　2/1～6　機種はB737

15：05着
14：00着
14：30発

●
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ

　
　
０
１
２
０
（
０
２
９
）
２
２
２

●
貨
物
運
航
等
の
問
い
合
わ
せ

　
（
２
）
２
３
３
７

4
月
か
ら
大
島
高
校
定
時
制
で
、

一
緒
に
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
財
団
「
シ
ル
ヴ

ィ
ア
ホ
ー
ム
」
で
教
育
を
受
け
た
講
師

が
来
島
し
、
認
知
症
ケ
ア
の
基
本
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
認

知
症
暖
和
ケ
ア
「
タ
ク
テ
ィ
ー
ル
ケ
ア
」

に
つ
い
て
講
演
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
大
島
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

認
知
症
は
身
近
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
を
あ
た
た
か
く
見
守
る

町
を
目
指
し
て
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
13
:
00
〜
15
:
00

　
　
　
　
（
開
場
12
:
30
）

﹇
場
所
﹈
北
の
山
公
民
館
　
２
階

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

 
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
担
当
　
小
川
・
斉
藤

　
　
　
　
　
（
２
）
０
０
６
８

　
※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

:

:

:
:

季
季
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12
／
6
〜
1
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

細
谷
イ
シ
ヨ
さ
ま（
91
・
元
　
町
）
12
／
3

酒
井
　
二
六
さ
ま（
67
・
ク
ダ
ッ
チ
）
12
／
6

柳
瀬
　
ハ
ル
さ
ま（
102
・
ホ
ー
ム
）
12
／
7

坂
上
　
ツ
ジ
さ
ま（
81
・
差
木
地
）
12
／
8

野
村
　
忠
義
さ
ま（
70
・
元
　
町
）
12
／
15

常
田
セ
ツ
子
さ
ま（
76
・
波
浮
港
）
12
／
16

柳
瀬
外
美
男
さ
ま（
84
・
元
　
町
）
12
／
17

澤
田
　
一
憲
さ
ま（
90
・
波
浮
港
）
12
／
20

石
村
　
久
彌
さ
ま（
90
・
ホ
ー
ム
）
12
／
21

柳
瀬
　
治
正
さ
ま（
86
・
元
　
町
）
12
／
24

前
田
　
は
な
さ
ま（
95
・
ホ
ー
ム
）
12
／
30

遠
藤
　
甚
咲
さ
ま（
93
・
泉
　
津
）
1
／
4

小
幡
富
佐
惠
さ
ま（
95
・
波
浮
港
）
1
／
5

大
島
公
園
だ
よ
り

島
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
大
島
公

園
椿
園
入
り
口
に
お
い
て
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
椿
ま
つ
り
期
間
中
は
、
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
椿
プ
ラ
ザ
が
設
置
さ
れ
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ザ
に
は
、
舞
台
が
設
置
さ
れ
屋

台
が
８
軒
出
店
し
て
い
ま
す
。
大
島

公
園
で
は
、
椿
プ
ラ
ザ
の
駐
車
場
に
面
し

た
案
内
板
を
こ
の
椿
ま
つ
り
の
た
め
に
掲

示
板
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
を
で
き
る

よ
う
に
開
放
い
た
し
ま
し
た
。

年
の
来
園
者
が
「
何
を
や
っ
て
い
る

か
解
か
り
づ
ら
い
・
あ
ん
娘
の
手
踊

り
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を
反

映
さ
せ
る
た
め
の
試
み
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
大
島
公
園
椿
園
・
椿
ま
つ
り
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
椿
の
豆
知
識
】

《
語
源
》

　
椿
の
名
は
、
ツ
バ
キ
の
葉
が
厚
い
こ
と

か
ら
厚
葉
木
と
よ
ば
れ
、
こ
れ
が
な
ま
っ

て
ツ
バ
キ
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
葉
が
テ
カ
テ
カ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
常

緑
広
葉
樹
の
照
葉
樹
と
、
よ
ば
れ
て
い
ま

す
。
照
葉
樹
は
、
シ
イ
・
カ
シ
・
タ
ブ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ツ
バ
キ
は
照
葉
樹
林
の

代
表
す
る
樹
木
で
す
。

《
日
本
は
北
限
》

　
ツ
バ
キ
属
は
東
ア
ジ
ア
に
分
布
し
て
お

り
、
約
２
５
０
種
（
原
種
）
が
知
ら
れ
て

お
り
、
チ
ャ
（
茶
）
も
ツ
バ
キ
属
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
日
本
の
ツ
バ
キ
は
地
球
上
で

北
限
・
東
限
区
域
に
あ
た
り
ま
す
。
大
島

は
椿
の
自
然
分
布
域
の
中
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
南
は
中

国
長
江
以
南
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
、
西

は
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
な
ど
に
椿
の
仲

間
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

《
大
島
公
園
の
ツ
バ
キ
》

　
大
島
公
園
の
椿
園
は
、
椿
の
園
芸
品
種

約
４
５
０
種
３
，
７
０
０
本
と
、
ヤ
ブ
ツ

バ
キ
（
自
生
種
）
、
約
５
，
０
０
０
本
を

有
す
る
日
本
で
最
大
規
模
の
も
の
で
す
。

昭
和
15
年
頃
に
千
葉
県
の
安
行
か
ら
入
れ

た
椿
の
苗
の
う
ち
約
１
０
０
品
種
を
昭
和

32
年
よ
り
植
栽
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま

す
。
椿
園
に
定
植
さ
れ
て
い
る
椿
は
関
東

系
の
大
型
の
花
が
多
く
花
期
は
11
月
か
ら

４
月
で
特
に
１
月
か
ら
３
月
が
花
盛
り
で

す
。

大 椿
ま
つ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

﹇
平
成
20
年
１
月
26
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
﹈

昨 椿

平
成
20
年
度
内
閣
府
青
年
国
際

交
流
事
業
参
加
者
募
集

　　
内
閣
府
で
は
、
平
成
20
年
度
内
閣
府
青
年

国
際
交
流
事
業
参
加
青
年
を
募
集
し
ま
す
。

　
①
国
際
青
年
育
成
交
流
（
9
月
）

　
②
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
（
9
月
）

　
③
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
（
9
月
）

　
④
世
界
青
年
の
船
（
平
成
21
年
1
月
〜
3

　
　
月
）

　
⑤
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
（
10
月
〜
12

　
　
月
）
の
参
加
青
年
（
18
歳
〜
30
歳
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
内
閣
府
政
策
統
括
官

（
共
生
社
会
政
策
担
当
）
付
国
際
第
１
担
当

　
　
０
３
（
３
５
８
１
）
１
１
８
１

　http://w
w
w
8.cao.go.jp/youth/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　koryu1.htm

）

　
ま
た
は
、

　
東
京
都
教
育
庁
社
会
教
育
課
内
閣
府
青
年

　
国
際
交
流
担
当

　
　
０
３
（
５
３
２
０
）
６
８
５
９
ま
で

［日　　時］2月17日（日）
［集合場所］仲の原園地
［順　　路］仲の原園地→小清水大椿→
　　　　　　リス村→旧道→老人ホーム→
　　　　　　資料館→仲の原園地
［時　　間］9：15～15：00頃まで　
［持　　参］雨具・防寒具・昼食・飲み物
　　　　　　手袋等
［条　　件］すべて自己責任、
　　　　　　交通規則遵守

丸尾　時彦　（4）0498
北原　末松　（2）0759
田村　孝治　（4）1234
高橋　敏生　（4）1271
井上　智雄　（4）1921

（この先の予定）3月未定

問い合わせは、相談、要望等は下記へ
ご連絡ください。

O W C 伊 豆 大 島
ウォーキングクラブ《　　　　　　          》

あ
つ
ば
　
き

獺

№
１１３

〈花形〉八重、ラッパ咲き、小輪　
〈花期〉11月～４月
〈樹形〉常緑小高木　
〈分布・出身〉中国・広西　
　　　　　　　自治区南部

金花茶（きんかちゃ）
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おおしま
住民カレンダー February（如月）2月2月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

7

6

13

20

27

5

7

14

21

28

6

5

12

19

26

4

2

9

16

23

1

8

3

10

17

24

2

予防接種日（全予約制）
〈医療センター〉

大島南・大島海洋国際高校
図書館開放日
（土のみ2時～4時）

ご
み
収
集

普通ごみ
金属類

元-元町、北-元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡-岡田、泉-泉津、野-野増、間-間伏、
差-差木地、ク-クダッチ、波-波浮港、沖の根

注：差木地沖の根地区の方は、波浮港地区の収集日に収集しています。

【
カ
レ
ン
ダ
ー
の
中
の
略
称
】
●
開
発
セ
ン
タ
ー
…
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
●
岡
田
セ
ン
タ
ー
…
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
　
●
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
…
ほ
っ
と
セ
ン
タ
ー
波
浮

●
ク
ダ
ッ
チ
福
祉
館
…
ク
ダ
ッ
チ
老
人
福
祉
館
　
●
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
…
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
●
波
浮
福
祉
館
…
波
浮
港
老
人
福
祉
館

●
医
療
セ
ン
タ
ー
…
大
島
医
療
セ
ン
タ
ー
　
　
　
●
勤
福
会
館
…
大
島
勤
労
福
祉
会
館

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
1
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

元 　町
北 の山
岡 　田
泉 　津
野 　増
差 木地
波 浮港

計
昨年

1,478世帯
759　〃　
475　〃　
245　〃　
339　〃　

1,132　〃　
427　〃　

4,855世帯
4,891世帯

2,776人
1,430〃
948〃
463〃
601〃

1,984〃
696〃

8,898人
9,007人

4

11

18

25

3

　（
２０
・
１
・
1
）　
　
　

大
島
町
の
世
帯
と
人
口

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

波

波

波

波
プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2.3.4・北
岡・泉・野・差・波
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野・差
北部地区
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）
発泡スチロール
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）

6・9カ月児健診
（医療センター）
法律相談
確定申告相談受付
（差木地公民館）

椿の女王コンテスト

大島町文化祭
（芸能大会）

6・9カ月児健診
（医療センター）

BCG予防接種
（けんこうセンター）

夜祭り（～3/23）

6・9カ月児健診
（医療センター）
行政相談

3歳児健診
（けんこうセンター）
住民税申告受付
（波浮福祉館）

6・9カ月児健診
（医療センター）
住民税申告受付
（差木地公民館）

1歳6カ月児健診
（けんこうセンター）
住民税申告受付
（野増出張所）

住民税申告受付
（北の山公民館）
大島町文化祭
（作品展）（～9日）

固定資産税４期
国民健康保険税９期
水道料金納付期限

農業委員会

住民税申告受付
（開発センター）

カメリアマラソン
（3月）

建国記念
の日

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

波
びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

空き缶（ジュース・ビール等
飲み物用の缶のみ）
ペットボトル

（各地区回収箱）
発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間
元3.4・岡・泉・波

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉・差

南部地区
（各地区回収箱）

6・9カ月児健診
（医療センター）
乳幼児歯科健診
（けんこうセンター）

糖尿病予防栄養相談
（けんこうセンター）
確定申告相談受付
（開発センター）

確定申告相談受付
（開発センター）

町民の日

椿展（～11日）
大島町体育祭野球
大会（小学生の部）
（～3日）

3～4カ月児・産婦健診
（けんこうセンター）

御神火温泉休館日

燃やせるごみ
収集しません

1月26日（土）
▼

3月24日（月）

第53回　伊豆大島


